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入門単元では、作家・小川洋子さんが『枕草子』を読み返し
たエッセイを取り上げ、古典を学ぶ意義について考えます。 

それぞれの単元に設定された目標（身につ
けたい言葉の力）を達成するための教材
として、古文・漢文・現代文教材が配置さ
れています。 
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古典作品の文化を学ぶ一環として、狂
言師・野村萬斎さんへのインタビュー
記事を教材として取り上げています。 
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「選択総合」単元では、生徒自身
が作品とテーマを選び、主体的に
課題に取り組むことができです。 
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ジャンルごとに教材・学習内容を一覧することで、見通し・振り返りをさらに深められます。 
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単元扉では、目標に向けて３つ
の教材を有機的に絡めて学ん
でいく流れを明示しています。 
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教材冒頭に、この教材を
通じて取り組む学習内
容を明示しています。 

前半の古文教材では現代語訳を付記し、古文への慣れと内容理解を助けます。 
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各教材後の手引き「羅針盤」
では、内容理解の問いから
協働学習の課題、振り返り
まで、一通りの学習活動を
提示しています。 

教材ごとに「振り返り」を配置しており、教材配列を
組み替えたカリキュラムにも対応できます。 
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 「古文を読むために」は全５か所配置されており、「資
料編」のより詳しい情報へのリンクも示しています。 

教材と教材の間にあるコラムでは、直近の教材
に関連する周辺・背景情報を紹介しています。 
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 作品の成立時代が一目瞭然の「成立年代バー」
で、時代背景を踏まえた読解を行えます。 

前半の漢文教材では書き下し文と現代語訳を付記し、漢文への慣れと内容理解を助けます。 
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教材に関連する探究的な学びの課題も提示しています。 

学習の振り返りは、観点別評価にもつながります。 
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「漢文を読むために」は全２か所配置されており、「資
料編」のより詳しい情報へのリンクも示しています。 現代の日本文化につながる漢文の背景情報を紹介します。 
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単元内の古典作品と合わせて学ぶことで、定番
の現代文作品にも新たな視点が生まれます。 
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 効果的な発問が、着実な読解を助けます。 

３つの課題で、舞台設定の確認、登場人物の心情理解、物語の
テーマの読み取り、と段階的に作品を読み解いていきます。 
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「語彙を広げる」では、本文中の具体表現を取り上げて学びます。 

図版や写真を効果的に配置し、読解の幅を広げます。 
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広がる読書「作家と読む」は全６か所に配置されており、現代の作家による古典作品の現代語訳を取り上げています。 
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単元末には、単元を通した振り返り項目と、関連図書紹介が設けられています。 

「書く」教材は春夏秋冬で１単元ずつ配置され
ており、創作等の活動が設定されています。 
春：フォトレポート 
夏：短歌・俳句 
秋：詩 
冬：随筆 
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資料編には、読解のための参照資料や言語文化史、古典文法の基礎情報などを掲載しています。 


